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内容の要旨および審査の結果の要旨
廃用性筋萎縮の実験モデルとして従来より関節固定、脊髄横切、運動神経の機能的ブロックな
どが用いられて来たが、近年開発された後肢懸垂（ＨＳ）法が長期臥床や安静状態に最も近似し
たモデルであると考えられていろ。著者はＨＳによる廃用性筋萎縮の病態を成熟マウスのヒラメ
筋を対象として検索し、更にこの萎縮の軽減を目的とする走行運動の有用性について，生理学的，
組織化学的，超微形態学的に検索した。得られた結果は次のように要約されろ。
１）１２週令マウス75匹を対照群，後肢懸垂（ＨＳ）群および後肢懸垂中のトレッドミル走行運
動（ＨＳ－ＥＸ）群の３群に分けて比較した。２週間の実験期間中のヒラメ筋の筋活動電位を記
録すると、ＨＳ群では対照群の66％，ＨＳ－ＥＸ群では１６７９６であった。ヒラメ筋湿重量はＨＳ
群で対照群の64％，ＨＳ－ＥＸ群で88％であり，ＨＳ－ＥＸ群では有意な減少は認められなかった。
２）誘発筋張力では，ＨＳ群の最大単収縮張力と最大強縮張力は対照群に比べそれぞれ6196,
50％，ＨＳ－ＥＸ群では80％，８８％であり，走行運動を加えることにより張力低下率はほぼ半減
した。しかし，収縮時間，張力半減時間の収縮速度に関連する因子は３群間に有意差はなかった。
３）アデノシン三燐酸酵素染色を施してヒラメ筋のタイプｌおよびＨＡ線維の横断面積と構成
比率を調べろと，ＨＳにともないタイプＩ，ＨＡ線維はそれぞれ対照群の63％，５４％と萎縮し，タイプ
１ＡからタイプＩ線維への形質転換もみられた。しかし，ＨＳ－ＥＸ群では有意な萎縮も形質転
換もみられなかった。
４）電顕的には，筋原線維の変性像がＨＳ群ではびまん性に，ＨＳ－ＥＸ群では限局性にみら
れた。超微計量形態学的には，ＨＳ群では筋節体積，ミトコンドリアの体積分率はタイプＬＨ
Ａ線維ともに低下した。ＨＳ－ＥＸ群ではタイプ１Ａ線維のみ低下した。筋原線維および筋小胞
体の体積分率は３群間に差はなかった。運動終板には神経原性変化と再生性構造変化がみられた。
この構造変化はＨＳ群のタイプＩ線維で47％，ＨＡ線維で63％，ＨＳ－ＥＸ群ではそれぞれ29％，
25％に認められた。運動終板の後シナプス域はＨＳ群ではタイプＩ，ＨＡ線維ともに拡大してい
たが，ＨＳ－ＥＸ群ではタイプ１Ａ線維のみ変化を示した。
以上，本研究は廃用性筋萎縮では特定の筋線維タイプを選択的に犯すものではないこと，および運動負
荷は筋萎縮を防止，軽減させうることを実験モデルを用いて明かにしたものである。従って筋病理学のみ
ならずリハビリテーション医学に寄与する価値ある論文であると評価された。
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